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保育園入園のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
麻績保育園 



保育所は、保護者が仕事や病気などの理由によって、家庭において保育することができな

い就学前の児童を対象に、保護者にかわり保育することを目的とした児童福祉施設です。 

 

 

定 員：９０人 

所在地：東筑摩郡麻績村麻８２２１ 

電話番号：０２６３－６７－２１４３ 

受入年齢：生後８か月から就学まで 

開園時間：（平日）午前７時３０分から午後６時３０分まで 

（土曜）午前８時３０分から午後４時３０分まで 

保育園を利用する場合、保護者それぞれが次の事由のいずれかに該当する必要があります 

 

事 由 内  容 

1 就労 １ヶ月において、48時間以上労働をすることが常となっていること。 

２ 妊娠・出産 妊娠中であるか、または出産後間もないこと。（出産又は出産予定日の

前後８週間） 

３ 疾病・障害 保護者が疾病にかかり、もしくは負傷し、または精神もしくは身体に障

害を有していること。 

４ 介護・看護 同居の親族（長期間入院等をしている親族を含む。）を常時介護又は看

護していること。 

５ 災害復旧 震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっていること。 

６ 就学 日中、就学又は職業訓練のため、保育することができない場合。 

７ 求職活動 求職活動（起業の準備を含む。）を継続的に行っていること。 

８ その他 上記に類する状態として村が認める場合。 

 

 

 
○ 保育標準時間（１１時間保育） 

 標準時間認定は、午前７時３０分から午後６時３０分までの最長１１時間の保育を行いま

す。 

主に、児童の父母の就労時間がそれぞれ１カ月１２０時間以上の場合や、その他、就労証明書

等から午前８時３０分から午後４時３０分までの範囲外の保育が必要と認められる場合に標

準時間認定として認定します。 

 

 

通常利用時間（最大１１時間） 
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○ 保育短時間 （８時間保育） 

短時間認定は、午前８時３０分から午後４時３０分までの最長８時間の保育を行います。

主に、児童の父母の就労時間が１カ月６４時間以上１２０時間未満の場合や、求職活動中

の場合などに短時間認定として認定します。 

 
 

延長保育 通常利用時間（最大８時間） 延長保育 

 
 
 

 

保育所の入所申込みにあたっては、以下の書類の提出が必要です。 

 

（1）「保育所教育・保育給付認定申請書 兼 入所申込書」 

 

（２）保育が必要なことのわかるもの 

 

保護者の状況 必要書類 

○就労している場合 

○就職先が決定している場合 

○育児休業を取得している場

合 

○自営業の場合（商業、農業） 

 

○就労証明書 

 就労先で証明してもらってください。 

 

 

○就労証明書 

○就労申告・証明書（自営・内職・農業等従事者用） 

○妊娠・出産 ○母子手帳の写し（出産予定日の確認） 

 母親の氏名、出産予定日が記載されている箇所 

○病気や障害等のため保育が

できない場合 

○同居の家族や長期入院して

いる家族の介護や看護のた

め保育ができない場合 

○診断書、身体障害者手帳等の写し 

 

 

○介護・看護 ○申立書 

○災害復旧 ○罹患証明書の写し 

○就学     ○在学証明、学生証の写し 

○求職活動 ○申立書 

○その他 ○内容によりますので、ご相談ください。 

 

（３）市町村民税の課税状況確認書類 

  令和６年１月１日時点で麻績村以外に住民登録のある場合は、その市町村で課税される

ので、「市町村民税課税証明書」を保護者全員分提出してください。 

なお、令和６年１月１日時点で麻績村に住民登録している場合は、不要です。 
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保育園への入園（クラス）年齢は、令和６年４月１日時点の年齢となります。したがって、誕

生日が過ぎて年齢が上がっても１年間はそのままです。 

クラス 生年月日 就学年度 

５歳児（ひまわり組） 平成３０年４月２日～平成３１年４月１日 令和７年度 

４歳児（すずらん組） 平成３１年４月２日～令和２年４月１日 令和８年度 

３歳児（チューリップ組） 令和２年４月２日～令和３年４月１日 令和９年度 

２歳児（たんぽぽ組） 令和３年４月２日～令和４年４月１日 令和１０年度 

１歳児（ひよこ組） 令和４年４月２日～令和５年４月１日 令和１１年度 

０歳児（ひよこ組） 令和５年４月２日～令和６年４月１日 令和１２年度 

 

 

保育の実施を希望する期間として、保育することが出来ないと見込まれる期間を、小学校就学

までの範囲内でご記入ください。 

また、入園後に翌年度の継続入所を希望する場合は、毎年、必ず現況届を提出してください。 

※現況届提出案内の通知は毎年１月から２月ごろになります。 

 

 

 保育料は、保護者（父母）の市町村民税所得割額の合計額で算定します。父母以外が生計を

支えていると判断された場合は、父母以外の生計中心（維持）社の市町村民税の額を合算しま

す。 

また、次のとおり、時期によって、保育料の算定基礎とする市町村民税の年度が異なります。 

時期 保育料算定基礎 

令和６年４月から 

令和６年８月まで 
令和５年度市町村民税（令和４年中の所得） 

令和６年９月から 

令和７年３月まで 
令和６年度市町村民税（令和５年中の所得） 

○ 保育料は月額です。保育料の日割りは行いません。 

 

 

 令和元年１０月から幼児教育・保育の無償化に伴い、３～５歳児の保育料は無償です。 

 また、令和４年度から麻績村の給食費軽減支援事業として、副食費が無料となりました。 

 ０～２歳児の具体的な保育料額は次ページをご覧ください。 

 

 



○麻績村教育・保育に関する利用者負担額を定める条例第２条関係による規則別表 

 

                                   （単位：円） 

麻績村徴収金基準額表（１号認定） 

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額 

階層区分 定義 教育標準時間 

１ 生活保護世帯 0 

 

市町村民税非課税世帯（市町村民税所得割非課

税世帯含む） 
0 

３ 市町村民税 

所得割課税額 

77,100 円以下 0 

４ 211,200 円以下 0 

５ 211,200 円以上 0 

                                  

 （単位：円） 

麻績村徴収金基準額表（２号・３号認定） 

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額 

 

階層 

区分 

 

定 義 

満３歳未満児 

（３号認定） 

満３歳以上児 

（２号認定） 

保育   

短時間 

保育 

標準時間 

保育  

短時間 

保育 

標準時間 

１ 生活保護世帯等 0 0 0 0 

 ２ 市町村民税非課税世帯 0 0 0 0 

３(１) 村民税均等割りのみ 10,300 18,700 0 0 

３(２) 村

民

税 

所

得

割

課

税

世

帯 

所得割 48,600 円未満 11,100 19,500 0 0 

４(１) 64,600 円未満 20,400 28,800 0 0 

４(２) 80,600 円未満 21,000 29,400 0 0 

４(３) 97,000 円未満 21,600 30,000 0 0 

５(１) 121,000 円未満 32,200 40,600 0 0 

５(２) 145,000 円未満 34,500 42,900 0 0 

５(３) 169,000 円未満 36,100 44,500 0 0 

６ 301,000 円未満 38,200 46,600 0 0 

７ 397,000 円未満 38,900 47,300 0 0 

８ 397,000 円以上 39,600 48,000 0 0 

 

 

 

２ 



 

保護者就労時間等の事情により保育の延長が必要な場合や、緊急で利用したい場合等、時

間を延長して保育を実施しています。 

  利用する場合は、通常の利用料金の他に延長料金が必要です。（幼児教育・保育の無償化

の対象外です。） 

 

  村内に居住する１歳以上の就学前児童であり、未就園児を対象としています。（有料） 

  時間：8時３０分～16時 （月曜日～金曜日） 

 

 

 

入所申込み後または入所後に下記の状況が変わった場合には、必ず保育園へ連絡してくださ

い。 

○住所が変わったとき（村内に転居または村外へ転出されるとき） 

○家庭の状況に変更があったとき（離婚・再婚など） 

○保護者が転職・退職・就職されたとき 

○下の子の出産後、育児休業を取得されるとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


